
維持管理グループ：浸出水中の未規制物質の挙動と管理手法研究分科会活動報告 

 

１．研究の背景 

 最終処分場の浸出水について、新たに環境への影響が懸念される物質、すなわち未規

制物質の挙動の把握と、その管理手法の研究活動を行った。 
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３．研究の目的 

 最終処分場における浸出水中の未規制物質の実態の調査、由来、毒性、さらに国内外

における規制の動向、処理技術等の調査し管理手法を確立する。 

 研究対象は硝酸性窒素、亜硝酸性窒素、フッ素、ホウ素、アンチモン、セレンの６物質。 

 

４．研究の内容 

4.1 実態調査 

 全国 20 処分場の浸出水原水および処理水を採取し、水質項分析を行った。 

 研究活動の途中、平成１３年７月に、調査対象の物質のうち、窒素（硝酸性、亜硝

酸性）、フッ素、ホウ素の３物質の排水基準が設けられたが、実態調査では問題となる

濃度の浸出水は無かった。そこで、ホウ素が比較的高い濃度であった３処分場の追跡

調査を行った。 

4.2 処理実験 

 実態調査でホウ素が検出された処分場の浸出水処理水を用い、キレート吸着法によ

る処理実験を行った。また１処分場の埋立物および覆土が入手できたので、成分分析

とホウ素の溶出試験を行った。 

4.3 文献等の調査 

 未規制物質の発生由来、人体への毒性、国内外の規制基準、処理技術等について文

献調査をおこなった。 
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５．研究成果 

5.1 実態調査結果 

 実態調査の対象の処分場の浸出水中の調査対象物質は概ね原水、処理水とも低い値

を示した。窒素は一部の処分場で高いところもあり、水処理プロセスでの脱窒ができ

ていないところが見られた。ホウ素は、やや高いところがみられたが、新たに設けら

れた基準の 10mg/L よりは低い値であった。アンチモン、セレンはは大半が定量限界以

下であった。フッ素は１mg/L 程度であった。 

 BOD、COD 等については、原水と処理水を比較してみると良好に処理されていること

がわかった。表１に水質分析結果の概要を示す。 

表１ ２０処分場の浸出水の未規制物質の濃度概要 

浸出水原水 処理水 
水質項目 

最大値 平均的値 最大値 平均的値 

亜硝酸性窒素 NO2-N (mg/L）   7.5     < １  9.06    < 1 

硝酸性窒素  NO3-N (〃)  25.8   < 5  100     < 10 

アンチモン  Sb (〃)  0.003   < 0.001   - < 0.001 

フッ素 F    (〃)    1.2 0.2～0.3 程度   1.2 0.2～0.3 程度

ホウ素    B (〃)   6.94 < 1～4 程度   6.46 < 1～4 程度 

セレン    Se (〃) 0.003 < 0.002 0.008 < 0.002 

5.2 処理実験 

5.2.1 キレート樹脂による吸着実験 

 比較的ホウ素濃度が高い２処分場の処理水を入手し、キレート吸着法による処理

試験を行った。実験はカラムにホウ素吸着樹脂を充填し、被検液をSV＝５H-１で通

水した。それぞれ、ホウ素がリ－クするまでの通液量は、1003L/L-R及び、550L/L-R

であった。このときのキレート樹脂のホウ素吸着量はそれぞれ、2.51g/L-R以上、お

よび 2.94g/L-Rであった。 

5.2.3 埋立物、覆土の含有および溶出試験 

 ホウ素の由来を調査すべく、処分場の埋め立て物と覆土のホウ素の含有試験と溶

出試験を行った。その結果、ホウ素の由来としては埋立物によるもと推定された。

表２に試験結果を示す。 

       表２埋立物、覆土の含有溶出試験結果（ｌ処分場） 

分析項目          （単位） 覆土  埋立物 

  Pb      (mg/L)   0.01     0.17 

  B      （mg/L） <0.02     0.22 

溶出試験 

  F      （mg/L）    0.3     0.8 

  Pb      （mg/kg）    15    437 

  B       (mg/kg)     1     67 

  F       (mg/kg)     54     30 

含有試験 

 含水率     （％）    17.2     13.8 
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６．まとめ 

 本分科会では最終処分場の浸出水の未規制物質に着目し、調査研究を行ってきた。調

査対象とした未規制６物質はいずれも濃度が低かった。しかし浸出水の原水と処理水の

データをみると、ホウ素の濃度はほとんど変らず、既存の処理方法では処理できていな

いことが分かった。硝酸性窒素と亜硝酸性窒素のデータからは、水処理における脱窒処

理ができていないことをうかがわせる処分場もあった。 

一方、調査実施中に新たに窒素、フッ素、ホウ素の排出基準が設定され、未規制物質では

なくなったが、いずれの処分場においても、浸出水処理水については新基準を超えるも

のは無かった。しかしながらホウ素は新基準が設けられる前、条例によって一部の地区

でより厳しい基準が設けられていた経緯があるので、ホウ素に注目し、追跡調査をした。 

 結果はやはり問題となる濃度ではなかったが、処分場の管理基準としては基準値の

50％、すなわち 5mg/L 程度とするのが望ましいと考え、ホウ素濃度の高い処分場の浸出

水を用いて処理試験を行い、良好な結果を得た。同時にその処分場の埋立物と覆土の溶

出試験、含有試験を行った。それによれば、ホウ素は覆土ではなく埋立物に由来してい

ると考えられた。 
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